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都市再生整備計画　（第４回変更）

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 56 ha

令和 元 年度　～ 令和 5 年度 令和 元 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

・本地区は、寝屋川市の東部に位置し、昭和54年にJR片町線の複線化に併せて、地元負担の請願駅として整備された「寝屋川公園駅（旧名：東寝屋川駅）」を中心に宅地開発が進んだ地域である。
・駅を中心に商業系土地利用が形成されていたが、近年は店舗の閉鎖が見られる。その周辺部には中高層住宅や旧集落が形成されている。
・近隣には、広域公園として位置付けられた府営寝屋川公園があり、緑豊かな環境が形成されている。
・平成22年度から、本地区を含む本市の東部地区において、地域特性を活かしたまちづくりの調査検討を開始し、地元との懇談会を開催するなかで、まちづくりの整備構想を作成することになり、その後も地元との勉強会を通じ、まちづくり協議会を設
立した。
・平成29年度には、「寝屋川公園駅」周辺の打上高塚町地区にて、組合施行による土地区画整理事業を事業着手しており、土地区画整理事業に併せて、第二京阪道路と「寝屋川公園駅」とを結ぶ都市計画道路寝屋川公園駅前線の整備に着手してい
る。
・大阪市内に電車一本で行くことができ、平成31年の春にはおおさか東線の開業により新幹線のターミナル駅である新大阪駅へのアクセスが向上され、今後まちの活性化が見込める地域である。
・現在の駅名である「寝屋川公園駅」は、以前の名称であった「東寝屋川駅」が、地名や史跡等の地元に係る所縁が特に無い名称であることから、地元住民から駅名改称の要望が挙げられ、将来のまちの活性化につなげるため、JR西日本との協議に
より駅名改称の取り組みを行った。
・平成30年４月には、駅を中心としたコンパクトなまちを形成すべく立地適正化計画を策定し、本市の東部に位置する当該地域においては、教育文化施設（小中一貫校）や医療施設等の都市機能を集約する地域として位置付けている。
・令和元年５月には、寝屋川公園駅を中心としたJR学研都市線沿線のまちづくりを戦略的かつ大胆に進める2軸化構想を策定していくという方針を打ち出した。

・本市の鉄道４駅周辺の都市核のひとつでありながら、都市計画道路が未整備であること、都市機能の集積度が比較的低いことが課題となっている。
・大きな公園が隣接しているが、その地域資源が活かされていないため、まちの賑わいや魅力に欠けている。
・寝屋川公園駅と寝屋川公園、都市計画道路寝屋川公園駅前線が有機的に連携しておらずポテンシャルが活かされていないことが課題となっている。
・定住化についてのアンケートにおいては、特に「小中学校」や「医療施設」の立地に対して満足度が低く、機能の充実と適正な配置が課題となっている。
・子育て世代にとっては、教育環境を重視されている傾向があることから、子育てしやすい環境づくりが必要である。
・地区内の道路が狭隘かつ歩道が未整備で、特に、教育文化施設への通学路と寝屋川公園駅から寝屋川公園に向かう歩行者の安全の確保が必要である。
・人口減少率が、市内全域に比べて高くなっており、人口減少の対策が必要である。

＜寝屋川市第五次総合計画後期基本計画＞『平成28年３月策定済』
・「夢を育む学びのまちづくり」、「快適でうるおいのあるまちづくり」
＜寝屋川市都市計画マスタープラン＞『平成24年３月策定済』
・駅につながる都市計画道路寝屋川公園駅前線の整備を促進するとともに、地域特性を活かした市民との協働によるまちづくりを推進し、良好な景観や緑豊かな歴史文化性を備え、地域にふさわしい自然環境が充実した本市の“東核”としての形成を
推進する。
＜寝屋川市立地適正化計画＞『平成30年４月策定済』
・都市計画道路寝屋川公園駅前線の整備による交通アクセス改善、沿道への機能導入
・小中一貫校の設置及び土地区画整理事業の活用による医療施設（複数診療科を備えた病院）等の都市機能の導入

地域資源を活用し、賑わいがあり、誰もが住みやすいまちづくり
　目標１：子育てしやすいまちづくり
　目標２：安全で安心して暮らせるまちづくり
　目標３：市の東核にふさわしい駅周辺の賑わいづくり

・寝屋川市は、大阪中心部から約15㎞、京都中心部から約35㎞の距離に位置しており、大都市圏への交通アクセスが便利なことから、ベッドタウンとして開発が進められた。
・昭和35年頃から高度経済成長期を経て昭和50年頃まで大幅に人口が増加し、昭和50年には25万人を超え、今も多くの人が暮らす住宅地や、市内に位置する４つの鉄道駅を中心に、都市核が形成されている。
・しかし、本市においても国と同様、人口減少・少子高齢化の進行により、人口構成が大きく変わることが推測され、近年では、市外への転出人口が市内への転入人口を上回る転出超過となっており、特に若年層の転出が顕著となっていることから人
口構成の偏在化が進むものと考えられる。
・そのような状況から、本市では、平成28年２月に「寝屋川市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、「確かなくらし　次代につなげるワガヤネヤガワ」を基本理念に掲げ、人口減少を抑制する施策に取組んでいる。
・さらに、平成30年４月には本市の都市構造上の課題を踏まえ、『立地適正化計画』を策定し、「都市格向上による持続可能な住みよいまち」の実現に向けて取り組むこととしている。
・そこで、本市における都市全体の再構築方針として、『暮らしやすく、住みたい、住み続けたいまち』の実現を目指し、本市の有する地域資源を活かしながら、課題解決を図り、適切に都市機能の誘導を図っていくものとする。
・都市機能の維持、誘導、充実にあたって、すでに過密な環境の本市においては、その用地の供出が最大の課題であり、今後のまちづくりにおいては、民間活力を活用し、公民連携で推進することが望まれる。
・既存の公的不動産や、事業等により新たに生み出される公的不動産については、将来を見据えた適正な公共施設の配置を進めていく必要があることから、「寝屋川市公共施設等総合管理計画」とも連携、整合を図り、既存の公的不動産を活用し、
公共施設並びに民間施設の立地誘導を図っていく。

都道府県名 大阪府 寝屋川市 寝屋川公園駅周辺地区

計画期間 交付期間 5



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方　※誘導施設を整備する場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

% Ｈ29 Ｒ5

% Ｈ29 Ｒ5

% Ｈ29 Ｒ5

人 Ｈ29 Ｒ5

駅周辺の魅力度
寝屋川公園駅周辺地区の住民が「駅周辺が魅力ある空
間である」と思う割合

駅周辺の魅力が向上することにより地区の活性化を図ることがで
きる。

23.3 29.9

寝屋川公園駅周辺地区の人口
年々減少傾向にある寝屋川公園駅周辺地区の人口減少
の改善

小中一貫校設置及び周辺基盤施設の整備による魅力あるまちづ
くりにより、人口減少を低下させる。

6,929 6,929

歩行空間のやさしさ度
寝屋川公園駅周辺地区の住民が「歩行者にやさしい道
路整備が進んでいる」と思う割合

地区内の歩行空間を整備することにより、安全・安心して暮らすこ
とができる。

17.0 28.1

教育環境の充実度
寝屋川公園駅周辺地区の住民が「教育環境が充実して
いる」と思う割合

小中一貫校設置による教育環境の向上により安心して子育てがし
やすくなる。

16.1 22.8

・“子育て世代の定住と流入の環境づくり”の実現に向けて、学校教育環境の充実と教育を核とするブランド化を図るため、本市初の小中一貫校を設置する。
・本地区に隣接して建っていた大阪病院は、本市の東部地域を中心とした地域医療サービスを行ってきたが、建物の老朽化により医療サービス向上や将来的な医療高度化への対応が困難なため、地域医療サービスの低下が懸念されることから、本
地区の中心拠点誘導区域内で施工中の打上高塚町土地区画整理事業地区内への移転を誘導し、建替えを促進することで、先進医療施設の拡充とともに地域医療サービスの拡充を図る。

都市再生土地区画整理事業や都市・地域交通戦略事業の特例を受ける場合は当該事業の概要、位置づけを記載。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

・現在は、都市計画道路寝屋川公園駅前線の整備、打上高塚町土地区画整理事業の施行が進みつつある状況であることから、これら事業に合わせて重点的に都市機能の充実を図っていく。
・都市計画道路寝屋川公園駅前線の沿道部においては、広域幹線道路である第二京阪道路へのアクセス道路、また寝屋川公園駅へとつながる道路という立地条件を踏まえ、市民の利用向上のため医療施設等の都市機能施設を配置する。
・本地区内にある市立明和小学校土地において、周辺の小学校や中学校との統合による小中一貫校の設置を進めており、リニューアルする教育文化施設を中心拠点施設として配置する。
・教育文化施設へのアクセス道路について、通学路及び一般の歩行者の安全性の確保を図るため歩道を整備し、また、隣接する寝屋川公園と寝屋川公園駅とを、歩行者の安全性を確保するための歩道としての役割に加え、駅前に相応しいまちの顔
としての広場整備を行う。これらの整備により、中心拠点区域と周辺の広域公園や広域幹線道路とつながる歩行者のネットワークの形成、また多くの人が集まる空間形成として、地区の活性化を図る。



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他
【まちづくりの住民参加】
・現在、地区内には、「打上高塚町土地区画整理組合」により、「東部大阪都市計画事業　打上高塚町土地区画整理事業」を実施しており、JR学研都市線寝屋川公園駅と第二京阪道路を結ぶ都市計画道路寝屋川公園駅前線の整備に合わせ、寝屋川
公園駅周辺地域にふさわしい都市機能誘導施設の誘導を行っている。
・「施設一体型」小中一貫校の整備においては、住民・教職員への説明会や保護者や地域の方々等で構成するワークショップを通して、より良い学校づくりを目指している。

【官民連携事業】
※都市再生整備計画区域内で、道路占有特例、河川敷地占有、歩行者経路協定、都市利便増進協定を活用する場合には記載する。

方針に合致する主要な事業
【子育てしやすいまちづくり】
・本地区において、本市初の「施設一体型」小中一貫校を設置し、子どもたちの「学びの場」としてだけでなく、学校、家庭、地域の連携やまちづくりの推進
において大きな役割が求められている。教育環境の向上を図りつつ、子どもたちはもとより、地域の方々から親しまれ、末永く愛され続ける「地域コミュニ
ティ活動の拠点」となるよう、地域特性にも配慮した施設整備を行う。
・また、子どもたちが安全に登下校できるように歩道の再整備を行う。

誘導施設：小学校（第四中学校区施設一体型小中一貫校）（教育文化施設）
               中学校（第四中学校区施設一体型小中一貫校）（教育文化施設）
道路：市道打上南町打上高塚町１号線

【安全で安心して暮らせるまちづくり】
・本地区へ移転する大阪病院により地域医療の充実を図り、安心して暮らせるまちづくりを目指す。
・市道整備、広場整備、都市計画道路事業また土地区画整理事業等により、連続した有効幅員２m以上を確保した歩道を整備し、歩行者が安全に移動
しやすく、安心して暮らせるまちづくりを目指す。

道路：市道打上南町打上高塚町１号線
道路：市道太秦元町打上元町１号線
地域生活基盤施設：寝屋川公園駅西側広場
【関連事業】
・都市構造再編集中支援事業関連事業：大阪病院（医療施設）
・都市計画道路寝屋川公園駅前線事業
・打上高塚町土地区画整理事業（民間）

【市の東核にふさわしい駅周辺の賑わいづくり】
・寝屋川公園駅を拠点として、地区の内外から多くの人が集まる広場の整備、交通ネットワークの強化、また地域資源である広域公園の寝屋川公園を活
用することにより、賑わいと憩いの空間を創出し、魅力あるまちづくりを目指す。
・また、各種事業による歩行空間の整備により、地区内の移動を円滑にし、ネットワークの強化を図る。

地域生活基盤施設：寝屋川公園駅西側広場
道路：市道太秦元町打上元町１号線
【関連事業】
・打上高塚町土地区画整理事業（民間）
・都市計画道路寝屋川公園駅前線事業



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 寝屋川市 直 550m 1 5 1 5 123.4 123.4 123.3 123.3 －

道路 寝屋川市 直 30m 1 5 1 5 18.6 18.6 18.4 18.4 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 寝屋川市 直 3,406㎡ 1 5 1 5 908.0 908.0 904.2 904.2 -

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設 小学校（施設一体型小中一貫校） 寝屋川市 直 10411㎡ 3 5 3 5 4,678.0 4,678.0 2,100.0 2,100.0 1.5

教育文化施設 中学校（施設一体型小中一貫校） 寝屋川市 直 9,265㎡ 3 5 3 5 4,163.0 4,163.0 2,100.0 2,100.0 1.5

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 9,891.0 9,891.0 5,245.9 0.0 5,245.9 1.5 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 5,245.9
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
一般財団法人大阪府結核予防会 厚生労働省 10,036.94㎡ ○ R1 R2 228.2

合計 228.2

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
寝屋川市 国土交通省 133m 〇 H29 R2 1,051.9

組合 国土交通省 25,000㎡ 〇 H29 R2 1,203.0

合計 2,254.9

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

都市計画道路寝屋川公園駅前線事業 寝屋川市打上高塚町

打上高塚町土地区画整理事業 寝屋川市打上高塚町

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

大阪府結核予防会大阪病院移転建替工事 寝屋川市打上高塚町

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調査

まちづくり活動
推進事業

地域創造
支援事業

事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目
事業 事業箇所名

住宅市街地総合整備事業

寝屋川公園駅西側広場

交付期間内事業期間
細項目

市道打上南町打上高塚町１号線

市道太秦元町打上元町１号線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 5,245.9 交付限度額 2,622.9 国費率 0.5



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　寝屋川公園駅周辺地区（大阪府寝屋川市） 面積 56 ha 区域
打上高塚町、打上南町、打上新町、打上中町の一部、打上元町の一部、打
上宮前町の一部、明和二丁目の一部

500m

寝
屋
川
公
園
駅

至 ＪＲ木津
N

凡 例

都市再生整備区域



地区の教育環境の充実度 （　％　） 16.1 （H29年度） → 22.8 （Ｒ５年度）

地区の歩行空間のやさしさ度 （　％　） 17.0 （H29年度） → 28.1 （Ｒ５年度）

地区の駅周辺の魅力度 （　％　） 23.3 （H29年度） → 29.9 （Ｒ５年度）

寝屋川公園駅周辺地区（大阪府寝屋川市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

  目標１：子育てしやすいまちづくり

  目標２：安全で安心して暮らせるまちづくり

  目標３：市の東核にふさわしい駅周辺の賑わいづくり

代表的な

指標

様式（１）-⑦-１

寝屋川公園駅周辺地区

56.0ha

0

N

500m

寝
屋
川
公
園
駅

凡 例

基幹事業

関連事業

○関連事業：寝屋川市
都市計画道路寝屋川公園駅前線事業

○関連事業：民間事業者
打上高塚町土地区画整理事業

○関連事業：民間事業者
都市構造再編集中支援事業：医療施設

■基幹事業
道路：市道打上南町打上高塚町１号線

■基幹事業
誘導施設：
小学校（施設一体型小中一貫校）

■基幹事業
道路：市道太秦元町打上元町１号線

■基幹事業
地域生活基盤施設：

寝屋川公園駅西側広場

■基幹事業
誘導施設：
中学校（施設一体型小中一貫校）


整備方針概要図

		

				寝屋川公園駅周辺地区（大阪府寝屋川市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業） ネヤガワコウエンエキシュウヘンチクオオサカフネヤガワシセイビホウシンガイヨウズトシコウゾウサイヘンシュウチュウシエンジギョウ

				目標 モクヒョウ		地域資源を活用し、賑わいがあり、誰もが住みやすいまちづくり
  目標１：子育てしやすいまちづくり
  目標２：安全で安心して暮らせるまちづくり
  目標３：市の東核にふさわしい駅周辺の賑わいづくり		代表的な指標 ダイヒョウテキシヒョウ		地区の教育環境の充実度		（　％　）		16.1		（H29年度） ネンド		→		22.8		（Ｒ５年度） ネンド

										地区の歩行空間のやさしさ度		（　％　）		17.0		（H29年度） ネンド		→		28.1		（Ｒ５年度） ネンド

										地区の駅周辺の魅力度		（　％　）		23.3		（H29年度） ネンド		→		29.9		（Ｒ５年度） ネンド



【図面作成上の留意点】

・下図は白図を使用し、縮尺は1/10,000～1/25,000を基本とし、適宜調整すること。スケールバー・方位を記入すること。
・都市再生整備計画の区域を赤太線縁取りすること。
・計画に位置付けられた事業について、その位置がわかるように旗揚げし、事業名等を明記すること。関連事業についても旗揚げし、関連事業であることがわかるように記載すること。各事業は以下のように標記すること。
■期間事業、　□提案事業、　○関連事業

・高速道、幹線道、鉄道等の都市の骨格を成す施設及び計画の内容に影響を与える主要な施設を明記すること。
・その他必要な事項を記載するときは、必ず凡例を記入すること。
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